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②耐久性②耐久性

⑤防水性⑤防水性 ⑥防音性⑥防音性④美　観④美　観

③耐荷力③耐荷力①軽　量①軽　量

⑦施工性⑦施工性

◆バットレス（控え壁）で
補強することにより、壁厚
を4.5cmと薄くし、軽量化
を図りました。

◆管理のゆきとどいた工場製
品であるため耐久性の高いも
のとなっています。更に劣悪
な環境条件に対しては、防錆
処理鋼材を使用する事で対応
可能です。

◆設計荷重（風荷重w=300kgf/m2）

に対して２倍以上の安全率を有して
います。また、疲労に対しても十分
な安全性を確保しています。

◆品質管理の行き届いた工
場で製造するプレキャスト
製品ですので、美しく均質
な仕上がりとなります。

◆寒冷地では防音壁目地からの
水漏れがつららの原因になりま
す。KTプレキャスト防音壁の
目地は適切な水漏れ防止処理を
行いますので水漏れの心配があ
りません。

◆軌陸車による施工ができるように、軽量なプ
レキャスト部材としました。現場での作業を極
力少なくすることで、省力化・急速施工による
コストダウンが可能です。

◆表面密度の高いコンクリート
製ですので透過損失が大きく、
防音壁頂部を内側に曲げること
でさらに防音性能を高めていま
す。また、防音性能を向上させ
るための各種吸音材も取付可能
です。

ＫＴプレキャスト防音壁の特長ＫＴプレキャスト防音壁の特長
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　都市における交通手段としての鉄道は、大気汚染や省エネ　都市における交通手段としての鉄道は、大気汚染や省エネ

ルギーの点から見直されております。一方、過密都市では騒ルギーの点から見直されております。一方、過密都市では騒

音に対する環境の改善が最も重要な問題となってきておりま音に対する環境の改善が最も重要な問題となってきておりま

す。す。

　これらの改善には車両や軌道の改良とともに、発生した音　これらの改善には車両や軌道の改良とともに、発生した音

を遮蔽及び吸収する防音壁の設置が必要不可欠なものになっを遮蔽及び吸収する防音壁の設置が必要不可欠なものになっ

　　　　　　　　　　　　　　ています。　　　　　　　　　　　　　　ています。

　　　　　　　　　　　　　　ＫＴプレキャスト防音壁は　　　　　　　　　　　　　　　ＫＴプレキャスト防音壁は　

　　　　　　　　　　　　　　これらの要求に対して開発　　　　　　　　　　　　　　　これらの要求に対して開発　

　　　　　　　　　　　　　　されたものです。　　　　　　　　　　　　　　されたものです。

荷重ひずみ曲線グラフ

無響室による実験状況
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KTKTプレキャスト防音壁の遮音効果実験プレキャスト防音壁の遮音効果実験

防音壁の有無と形状によ
る遮音効果を確認するた
めに無響室で模型実験を
行いました。

防音壁を設置することで
最大９ｄBもの遮音効果が
得られます。

また、遮音壁の先端を曲
げ形状とすることで、地上
部での遮音効果を向上さ
せました。

高欄上先端Ｒ型防音壁遮蔽1.5m効果

KTKTプレキャスト防音壁の耐荷力実験プレキャスト防音壁の耐荷力実験

防音壁に最も大きな力が
発生するのは地覆との接
合部です。

接合部の安全性を確認す
るために載荷実験を行い
ました。

設計荷重（W=300kg/m２の
風荷重）に対して十分な安
全性を有していることを確
認しています。

載荷実験状況
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